
【正答：2】

【正答：2】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
２　CDMA方式は、各地球局に対して使用する擬似雑音符号を割り当てる方式である。



【正答：4】
図 1のように電流 I1〔A〕、電流 I2〔A〕が右回りに流れているとする。
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I1ループでは次式が成り立つ。

18－24＝4I1＋8（I1－I2） ……①
式①を整理すると、

－6＝12I1－8I2 ……②
I2ループでは次式が成り立つ。

24＝8（I2－I1）＋14I2 ……③
式③を整理すると、

24＝－8I1＋22I2 ……④
式②より、

I1＝ 8I2－6＝ 4I2－3 ……⑤
12 6

式⑤を式④に代入すると、

24＝（－8）× 4I2－3＋22I2＝－
16 I2＋4＋22I2＝－ 16 I2＋4＋ 66 I2＝ 50 I2＋4 ……⑥
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式⑥より、
50 I2＝24－4＝20
3

∴I2＝
20 ＝ 20×3＝1.2〔A〕
50
3

50

よって、14〔Ω〕の両端の電圧は、14×1.2＝16.8〔V〕

【正答：5】
回路のインピーダンスの大きさ Z〔Ω〕は、抵抗R＝28〔Ω〕、コイルのリアクタンス XL＝27〔Ω〕、コンデンサのリアクタンス XC＝6〔Ω〕である
ので、

Z＝ R2＋（XL－XC）2＝ 282＋（27－6）2＝ 282＋212＝ 784＋441＝ 1,225＝35〔Ω〕
よって、回路を流れる電流の大きさ I〔A〕は、

I＝ 112＝ 112＝3.2〔A〕Z 35

新問題



【正答：3】
電力利得 21〔dB〕の真数を Aとすると、

21＝10 log10A ……①
式①の両辺を 10で割ると、

2.1＝log10A ……②
式②より、

A＝102.1＝（100.3）7＝27＝128 ……③

入力電力を pi〔W〕、出力電力を po〔W〕とすると、A＝ po なので、pi

pi＝
po＝ 1.6＝0.0125〔W〕＝12.5〔mW〕A 128

※ log102＝0.3　より　100.3＝2

【正答：4】
負帰還増幅回路の増幅率Afは、帰還をかけないときの電圧増幅度を A、帰還率をβとすると、

Af＝
A ……①

1＋Aβ
式①に、A＝120、β＝0.1を代入すると、

Af＝
A ＝ 120 ＝ 120 ＝ 120≒9.2

1＋Aβ 1＋120×0.1 1＋12 13

【正答：1】



【正答：5】
雑音指数（真数）をF、等価雑音帯域幅をB〔Hz〕、周囲温度（絶対温度）をT〔K〕、ボルツマン定数をk〔 J/K〕とすると、等価雑音電力Ni〔W〕は、

Ni＝kTBF ……①
雑音指数 6〔dB〕の真数Fを求める。

6＝10 log10F ……②
式②の両辺を 10で割ると、

0.6＝log10F ……③
式③より、

F＝100.6＝（100.3）2＝22＝4

※ log102＝0.3　より　100.3＝2
周囲温度〔℃〕を絶対温度T〔K〕に変換すると、

T＝17＋273＝290〔K〕
Ni＝1.92×10－13〔W〕、k＝1.38×10－23〔 J/K〕、T＝290〔K〕、F＝4を式①に代入することにより等価雑音帯域幅B〔Hz〕を求めると、

B＝ Ni ＝ 1.92×10－13
≒ 1.92×10－13

＝1.2×107＝12×106〔Hz〕＝12〔MHz〕kTF 1.38×10－23×290×4 1.6×10－20

【正答：1】

【正答：3】



【正答：4】

【正答：2】

【正答：5】
2周波中継方式は、各中継所の受信周波数、送信周波数が同じなので、 f 1＝ f 6＝ f 3＝ f 8及び f 5＝ f 2＝ f 7＝ f 4が成立する。
※オーバーリーチ干渉は、同じ周波数の基地局が近くにあるとき発生する干渉をいう。

新問題



【正答：3】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
３　絶対利得は、2.15〔dB〕である。
※半波長ダイポールアンテナの絶対利得は 1.64（真数）である。dB表示すると、
10 log101.64≒10×0.215＝2.15〔dB〕

【正答：3】

【正答：1】
誤っている選択肢は以下の説明である。
２：ヘテロダイン中継方式の説明である。
３：再生中継方式の説明である。
４：無給電中継方式の説明である。

【正答：1】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
1　距離分解能は、同一方位にある二つの物標を識別できる能力を表し、パルス幅が狭いほど良くなる。

新問題

新問題



【正答：2】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
２　整合しているとき、電圧反射係数の値は、0となる。

【正答：4】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
４　伝搬路中の降雨域で受ける減衰は、電波の波長が長いほど小さい。

【正答：3】



【正答：1】

【正答：5】
自由空間基本伝送損失Γ0（真数）は、送受信アンテナ間の距離を d〔m〕、電波の波長をλ〔m〕とすると、

Γ0＝（4πd）2 ……①λ
12〔GHz〕の電波の波長λ〔m〕は、

λ＝ c ＝ 3×108
＝ 1〔m〕f 12×109 40

d＝4×103〔m〕、λ＝ 1〔m〕を式①に代入すると、
40

Γ0＝（4πd）2＝（4×4×103）2×π2＝（4×4×40×103）2×10＝（64×104）2×10λ 1
40

＝（26×104）2×10＝212×109

Γ0を dB表示すると、
10 log10（212×109）＝10（log10212＋log10109）＝10（12 log102＋9 log1010）＝10（12×0.3＋9×1）＝126〔dB〕

※ 64＝26

【正答：2】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
２　通常（非停電時）、負荷への電力の大部分は整流装置から供給される。



【正答：4】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
４　アイパターンの中央部のアイの開きが小さくなると、符号誤り率が大きくなる。



【正答：4】

【正答：2】



【正答：2】

【正答：1】

【正答：3】



【正答：3】

【正答：3】

【正答：4】



【正答：1】

【正答：4】

【正答：1】



【正答：2】


